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当社連結子会社の株式会社大黒屋における当座貸越契約締結に関するお知らせ 

 

 当社連結子会社の株式会社大黒屋（代表取締役：小川浩平、以下「大黒屋」といいます。）

において、短期的な資金調達にあたり、金融機関との交渉が纏まり本日開催の大黒屋取締役

会にて当座貸越契約締結の決議をいたしましたので、以下の通りお知らせ致します。 

記 

１．経緯 

大黒屋では、アフターコロナ下のインバウンド需要再来に向けて、来るべく商品在庫

等の仕入拡大に際しての短期的な資金調達につきまして、金融機関と交渉を重ねてま

いりましたが、この度、りそな銀行との間で極度額 500 百万円の当座貸越契約の締結

に至りました。 

 

２．本当座貸越の概要 

 

借入先 りそな銀行 

貸越極度額 500百万円 

利率 日本円 TIBOR+5.00％ 

契約締結日 令和５年６月 13日 

当座貸越利用開始日 令和５年６月 15日 

契約期限 令和５年 10月 23日 

資金使途 運転資金 

担保 無担保 

 【注】契約期限が令和５年 10月 23日となっておりますのは、令和２年 10月 23日に借替

えました総額 5,500百万円（令和５年３月期残 4,700百万円）の再借替え期日に合わせ

るものでございます。 

 

３．本当座貸越の使途 

現在、大黒屋においては商品在庫がコロナ前の在庫水準（平成 31 年 3 月期：3,488

百万円）と比べ令和５年３月期は 1,541 百万円と著しく落ち込んでおり、需要拡大に

向けてこの回復が急務となっておりました。今般、増加運転資金として当座貸越枠 500



百万円を商品仕入れに際し短期的且つ流動的に活用する事で業容拡大に備えてまいり

ます。 

 

４．今後の見通し 

本当座貸越枠設定による令和６年３月期の当社連結業績への影響につきましては現

時点では軽微であると予想されます。 

以上 

 


